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11/2・3　本庄まつり　　11/3　こだま秋まつり

11/10　第６回子育てフェスティバル

10/31　市内施設めぐり
　市内の公共施設をもっと身近に感じ、より関心を
深めていただくために「市内施設めぐり」を実施し
ました。
　当日は11人の参加者が、市内７か所の公共施設
を担当者から直接説明を受けながら見学しました。

高機能消防指令センター　 ▼

（児玉郡市広域消防本部本庄南分署）
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

皇室と農林業

「
自
転
車
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
広
告
）

（
広
告
）

　

市
で
は
、
自
転
車
の
共
同
利
用

を
検
討
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
自
転
車
利
用
に
対
す
る
意

識
や
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
自
転

車
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
１
、
０
０
０
人
を
対
象
に

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

　

青
年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い

て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

日 

時　

12
月
13
日
㈮
、
１
月
10
日

㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

日 

時　
12
月
15
日
㈰　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

ア
ピ
タ
本
庄
店

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
を
開
催

　

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
入
学
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

試
験
日　

１
月
26
日
㈰

試 

験
科
目　
必
修
科
目（
現
代
文
）・

選
択
科
目
（
数
学
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
、

英
語
Ⅰ
か
ら
１
科
目
選
択
）・

小
論
文
・
面
接

受 

験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
、
若
し
く
は

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人

出 

願
期
間　

１
月
７
日
㈫
〜
17
日

㈮
（
必
着
）

※
二
次
募
集
は
、
定
員
に
満
た
な

い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
☎
35

２
０
７
７

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

平
成
26
年
度
本
庄
児
玉
看
護
専

門
学
校
入
学
試
験
の
ご
案
内

　天皇陛下がその年の新穀を天地の神々に捧げられる11
月23日の新

にいなめさい

嘗祭は、宮中祭祀の中で最も重要な儀式とさ
れています。新嘗祭には、全国の都道府県ごとに選ばれた
農家から精米と精粟

あわ

が献納されます。今年埼玉県からは、
市内北堀の鯨井氏ご夫妻が精粟５合を献納することになり、
10月24日の献納式に、ご夫妻と共に私も宮中の賢

かしこどころ

所参集
所へ参内しました。
　献納式終了後、新嘗祭の儀式が行われる「神

しん

嘉
か

殿
でん

」を拝
観。新嘗祭の日、陛下は御自ら収穫された精米と、また全
国から献納された精米と精粟で作られた神

しん

饌
せん

をお供えし、
一夜かけて八

やおよろず

百万の神々に収穫の感謝を捧げられるとのこ
とでした。11月下旬の朝晩は寒く、暖をお取りになられ
ず御一人にて祭祀に臨まれる陛下のお身体は大丈夫だろう
かと心配になりつつ、国家の安泰と国民の幸せを至心に祈
られる天皇のご存在の尊さを強く感じました。
　さて、去る11月16日に行われた第37回全国育樹祭で、
皇太子殿下は寄居町の金尾山県有林において、54年前に

お
知
ら
せ

昭和天皇がお手植えされた檜に施肥される「お手入れ」に
臨まれました。過去に天皇がお手植えされた樹木を後世に
皇太子がお手入れされるというこの行事は、山林を代々に
わたって守り育て、活用することの大切さを表しています。
　天皇御自らお田植えをなさり樹木をお手植えされ、皇太
子御自らお手入れされる。そして、天地の神々に感謝し国
家国民の安泰を祈られる。このようなお姿は全国の農林業
に携わる人々への大いなるエールであり、また我が国の農
林業は子々孫々守り育てるべき国の産業であることを御身
をもって示されている、そう思うのです。
　献納式の際に陛下より「今年の収穫はどうでしたか」と、
また育樹祭の際に殿下より「林業の状況はどうですか」と、
それぞれの参列者に御

ご

下
か

問
もん

（お尋ね）があり、そして「苦
労も多いと思いますが頑張ってください」とのお言葉があ
りました。天皇、そして皇室とは、国民の今を知り、国民
を励まし、将来にわたって我が国の安泰を祈られるご存在
であることに、改めて深く感じ入った次第です。


